
 

 

 

◆自分らしく安心して

生活できる学校 

 

◆自己肯定感を高めら

れる学校 

◆主体的に取り組むこと

ができる生徒 

 

◆お互いの個性や特性を

尊重し合える生徒 

◆多様性や人権に配慮した 

指導ができる教師 

 

◆わかる授業を目指し常に 

授業の工夫改善に取り組

むことができる教師 

 

 

 

デジタル教科書やクローム

ブックを効果的に活用し、

生徒の興味・関心・学習意欲

を喚起する。 

生徒の多様性への理解を

深め、お互いの個性や特

性を尊重し合えるような

教育活動の推進。 

学校行事において生徒に

主体的に取り組ませるこ

とにより、達成感や充実

感を味わわせ、自己肯定

感を高める。 

保護者や地域への分かり

やすい情報を目指し、学

校便りや学校ホームペー

ジの工夫・改善に 

努める。 
 

 

 

◆10分間の朝学習（国・

数・英）を年間通して

実施し、また、その内

容についての定着度

テストをコンテスト

形式で実施し基礎学

力の定着を図る。 

 

◆朝学習の時間に、定期

的に読書週間を設定

し、落ち着いた学習態

度の育成と読解力の

向上を目指す。 

 

◆土曜・水曜放課後学習

教室の充実を図る。 

◆毎週の教育相談部会及

び生活指導部会での生

徒に関する情報を共有

し、SC・SSW・ブリ

ッジスクール等関係機

関と連携しながら、き

め細かく対応する。 

 

◆学校生活に不適応傾向

がある生徒に対して、

校内別室指導支援員を

活用して校内での居場

所の確保に努めるとと

もに、早期改善を目指

す。 

◆「心身の健康」に関わ

る特色のある教育活動

を学年の発達段階に応

じて企画・運営し、豊

かな心や心身の健康を

育む。 

 

◆運動会や学芸発表会等

の学校行事、生徒会活

動、委員会活動などに

おいて、生徒にできる

限り主体的に取り組ま

せ、達成感や成就感を

味わわせ、自己肯定感

を高める。 

◆LGBT 等の多様性に

配慮した標準服や身

だしなみについての

新しいきまりを４月

から運用し、一人一人

の生徒が自分らしく

安心して生活できる

ようにする。 

 

◆こども基本法を踏ま

え生徒会活動を活性

化し、より良い学校生

活を目指し、生徒の意

見をできるだけ尊重

し校則に反映してい

く。 

 

 

自主・自立 ～豊かな心をもち、自ら学び、心身が健康な生徒を育成する～ 

経営方針の重点 

経営目標の重点 

指導の重点 


